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ル
ビ
お
よ
び
（
）
内
は
筆
者
注
。
原
文
は
片
仮
名
平
仮
名
の
混
合
表
記
で
句
読
点
が
な
く
読
み
難
い
の
で
平
仮
名
に
統
一
し
、
送
り
仮

名
は
現
代
の
も
の
に
改
め
、
略
字
・
異
体
字
は
正
字
に
改
め
た
。
ま
た
、
「
被
為
成
」
「
被
為
在
」
等
は
「
な
ら
せ
ら
れ
」
「
在
ら
せ
ら
れ
」
等

（
マ
Ｚ
（
脱
）

と
表
記
し
た
。
誤
字
は
を
付
し
、
そ
の
下
の
〔
〕
内
に
正
字
を
入
れ
た
。
脱
字
は
□
と
し
、
そ
の
中
に
補
記
し
た
。
口
内
空
欄
は
判
読

で
き
な
か
っ
た
文
字
で
あ
る
。
以
下
、
「
御
容
体
心
覚
」
の
全
文
を
示
す
。

展
示
保
管
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
史
料
は
、
関
寛
斎
が
奥
医
師
と
し
て
仕
え
た
徳
島
藩
第
十
三
代
藩
主
・
蜂
須
賀
斉
裕
筏
麹
“
酔
軌
弔
計
劫
埋
の
発
症
か
ら
死
に
到
る
ま

で
の
治
療
投
薬
の
記
録
で
あ
り
、
寛
斎
の
日
記
「
家
日
誌
抄
（
一
）
」
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
度
、
徳
島
市
在
住
の
郷
土
史
家
で
作
家
の
出
水
康
生
氏
か
ら
先
行
研
究
の
資
料
提
供
を
受
け
、
「
御
容
体
心
覚
」
を
解
読
す
る
機
会
を

得
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
当
時
の
ア
ル
コ
ー
ル
性
中
毒
症
に
対
す
る
治
療
法
の
一
端
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
報
告
し
た
い
。

解
読
に
あ
た
っ
て
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
は
原
本
の
コ
ピ
ー
に
よ
る
複
本
（
筆
者
蔵
）
で
あ
る
。
原
本
は
北
海
道
陸
別
町
の
関
寛
斎
資
料
館
に

一
、
は
じ
め
に

関
寛
斎
「
御
容
体
心
覚
」

和
権
峰
鑿
瑞
可
逼
籠
平
成
十
三
年
一
一
月
二
十
七
日
受
付

芝
木
秀
哉
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（
脱
）

御
性
来
御
酒
を
御
好
み
遊
ば
さ
れ
候
処
、
近
頃
御
時
会
厚
く
御
配
盧
に
て
御
精
神
御
欝
し
遊
ば
さ
れ
、
表
に
仰
せ
出
さ
れ
団
、
品
々
御
内

欝
遊
ば
さ
れ
候
御
事
勝
ち
に
入
ら
せ
ら
れ
候
。
然
る
処
よ
り
、
御
酒
に
て
御
ま
ぎ
ら
し
遊
ば
さ
れ
候
得
ど
も
、
昨
春
よ
り
別
し
て
弥
御
酒
召

し
上
ら
れ
候
処
、
昨
秋
よ
り
時
々
四
支
（
肢
）
振
懐
等
な
ら
せ
ら
れ
、
兎
角
御
気
重
に
入
ら
せ
ら
れ
候
処
よ
り
、
右
御
ま
ぎ
ら
か
し
の
為
一
層

御
酒
好
み
遊
ば
さ
れ
候
処
、
同
十
一
月
（
慶
応
三
年
）
上
旬
よ
り
御
心
下
慎
悩
、
毎
朝
御
黄
水
を
吐
き
遊
ば
さ
れ
候
。
去
り
乍
ら
御
秘
し
遊
ば

さ
れ
、
御
絶
食
に
て
御
酒
の
み
に
在
ら
せ
ら
れ
候
。
そ
の
棚
、
寄
々
調
諫
申
し
上
げ
候
得
共
、
右
等
の
儀
は
御
承
知
の
上
に
て
、
只
々
御
按

然
る
処
、
同
中
旬
よ
り
御
風
邪
の
御
気
味
に
て
、
少
々
御
発
熱
、
兼
て
御
気
分
重
く
、
振
懐
益
々
加
わ
り
眠
り
難
く
、
不
食
の
御
様
（
容
）

体
に
在
ら
せ
ら
れ
、
兼
て
よ
り
、
毎
夜
水
潟
三
・
四
行
在
ら
せ
ら
れ
、
且
つ
御
盗
汗
も
始
終
在
ら
せ
ら
れ
候
。

（
マ
マ
）

当
時
御
引
続
き
の
処
、
十
二
月
一
日
夜
、
（
水
潟
便
）
四
・
五
行
に
て
一
時
に
御
脱
力
に
な
ら
れ
、
熱
勢
加
わ
り
譜
言
妄
語
振
懐
等
、
振
場

喝
譜
妄
の
御
諸
症
著
し
く
備
わ
り
候
。

（
１
）
（
チ
プ
ス
）

通
じ
て
漢
書
は
隠
症
疫
と
云
い
、
洋
書
は
弟
扶
思
と
云
う
。
的
症
に
着
眼
す
る
こ
と
な
し
。
表
に
云
え
ば
害
あ
り
、
只
人
情
を
取
捨
し
て

其
の
場
合
に
順
い
、
軽
く
的
症
の
方
を
述
ぶ
る
の
み
。
或
い
は
清
涼
薬
と
云
い
或
い
は
香
気
薬
と
云
う
。
心
中
甚
だ
究
鬮
せ
り
。

（
２
）
（
キ
ナ
）
（
３
）

漢
医
者
流
の
柴
胡
剤
、
予
が
阿
片
・
幾
混
の
合
剤
を
兼
用
し
、
珈
か
佳
境
に
赴
く
処
、
同
十
一
日
の
夜
甚
し
く
脳
症
を
発
し
、
胄
部
獲
痛

（
４
）

し
て
更
に
精
神
昏
冒
し
、
そ
れ
よ
り
昏
睡
状
に
陥
り
、
十
二
日
の
朝
御
寝
覚
め
よ
り
精
神
御
一
新
し
て
小
児
の
如
く
、
殊
に
彼
此
れ
の
好
み

な
く
、
只
安
逸
に
楽
み
、
一
切
小
児
の
如
く
極
老
人
の
如
し
。

（
畠
Ｄ
）

十
三
日
、
甚
し
く
脳
に
感
賜
を
起
し
必
死
を
究
め
、
只
に
精
神
沈
欝
し
食
気
な
し
。
先
方
に
纈
草
浸
を
増
す
。

十
四
・
五
日
の
頃
又
佳
境
に
赴
く
。
然
れ
ど
も
酒
に
耽
淫
す
る
が
如
く
、
甲
乙
を
誤
り
條
理
を
失
な
う
事
多
し
。

さ
れ
、
御
絶
食
に
て
御
酒
の
み
惇

じ
申
し
上
ぐ
迄
に
心
痛
仕
り
候
。

二
、
「
御
容
体
心
覚
」
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同
月
二
十
七
日
、
密
か
に
新
宮
氏
旅
宿
を
訪
ね
て
振
暢
譜
妄
の
症
を
語
る
。
彼
此
の
症
を
知
ら
ず
。
故
に
窟
氏
薬
性
篇
阿
片
の
條
下
に
付

き
て
説
く
。
彼
初
め
て
悟
り
て
大
い
に
喜
ぶ
。

翌
二
十
八
日
、
燐
酸
を
去
り
滋
養
剤
に
幾
那
を
指
（
差
）
し
上
ぐ
る
。
御
下
痢
少
し
く
止
む
。
二
十
七
・
八
日
の
御
頃
御
同
断
。
去
り
乍
ら
、

少
々
宛
御
衰
弱
加
わ
り
、
更
に
御
痛
苦
な
く
、
安
眠
と
御
精
神
錯
乱
と
御
正
気
と
交
代
す
。
御
精
神
乱
る
と
い
え
ど
只
御
酒
に
酔
中
の
興
味

の
如
く
、
頻
り
に
人
を
愛
し
大
い
に
飲
食
を
賜
う
。
笑
い
て
坐
右
に
御
歓
語
す
。
去
り
乍
ら
條
理
を
誤
る
事
大
酔
の
人
の
如
し
。
其
の
内
に

精
神
正
然
た
る
事
も
あ
り
。
有
難
く
御
側
に
在
り
て
御
菓
子
、
御
茶
等
を
毎
々
御
手
ず
か
ら
下
さ
れ
、
直
ち
に
拝
味
仕
り
候
事
は
有
難
く
候
。

御
食
料
も
御
粥
に
て
、
一
日
百
目
前
後
に
之
れ
有
り
候
処
、
二
十
九
日
頃
御
忽
体
御
衰
弱
御
加
わ
り
候
。
是
れ
迄
毎
夜
御
寝
中
に
は
必
ず

御
発
汗
あ
り
。
時
に
よ
り
御
襯
衣
を
湿
す
に
至
る
事
も
あ
り
。

正
月
一
日
よ
り
御
全
身
紫
斑
を
顕
し
口
臭
甚
し
く
、
御
精
神
益
々
御
衰
弱
。
然
れ
ど
も
、
覚
む
る
時
は
快
美
の
事
を
語
り
、
楽
み
御
笑
い

に
て
、
手
指
に
て
一
種
の
御
形
を
為
し
、
笑
い
て
御
楽
み
の
状
嬰
児
の
如
し
。
但
し
、
此
れ
迄
御
起
坐
は
自
在
な
り
。
今
日
に
至
っ
て
御
脚

運
動
せ
ず
。
只
に
御
手
と
御
頭
部
と
の
御
運
動
の
み
。
御
大
小
便
御
不
通
。

れ
無
く
、
只
快
一

御
菓
子
下
さ
る
。

同
月
十
七
日
、
京
師
に
て
辨
を
以
て
行
わ
る
蚤
新
宮
凉
民
子
着
に
て
、
同
法
方
に
基
き
少
し
く
色
薬
を
換
え
て
人
気
を
悦
ば
し
む
。
彼
の

（
６
）

説
に
も
弟
扶
思
を
以
て
此
れ
既
に
疫
を
以
て
公
告
あ
る
を
以
て
な
り
。
又
説
を
立
て
、
肝
に
炎
性
を
有
す
と
。
蟆
針
を
貼
ぜ
ん
事
を
主
張
す
。

（
【
ｉ
）

然
れ
ど
も
少
量
な
り
越
神
睦
謹
加
蝿
雌
乖
排
吐
琴
嘩
》
露
嶬
感
却
謎
唾
妹
噌
且
つ
燐
酸
十
滴
を
一
日
の
量
と
し
指
（
差
）
し
上
ぐ
る
。

同
二
十
二
日
頃
よ
り
下
痢
、
只
粘
液
の
み
。
漸
々
御
体
力
衰
え
、
譜
妄
症
御
増
し
に
て
不
眠
狂
語
多
く
、
然
れ
ど
も
暴
な
る
御
話
に
は
之

れ
無
く
、
只
快
語
の
み
。
菓
子
、
茶
等
を
賜
わ
り
或
い
は
坐
上
に
て
笑
語
を
御
楽
み
遊
ば
さ
れ
、
有
難
く
も
一
日
に
両
三
度
宛
御
手
ず
か
ら

同
二
日
、
御
同
断
。

同
三
日
、
御
同
断
（

（
カ
テ
ー
テ
ル
）

御
同
断
の
御
内
に
前
症
益
々
加
わ
り
、
小
腹
御
満
、
小
便
秘
す
る
に
由
っ
て
加
参
的
兒
術
を
指
（
差
）
し
上
ぐ
る
。
御
利
尿
御
十
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（
つ
か
え
）

分
。
今
宵
御
安
眠
な
く
、
昨
日
よ
り
諄
〔
或
い
は
「
詰
」
か
〕
切
り
に
て
、
極
危
篤
に
付
、
兼
て
御
好
み
の
御
酒
召
し
上
ら
れ
候
様
申
し
上

げ
候
処
、
御
満
足
に
思
し
召
さ
る
。
今
朝
自
分
儀
御
側
に
て
御
世
話
申
し
上
げ
候
事
、
至
極
御
機
嫌
に
て
、
御
手
ず
か
ら
御
菓
子
弐
っ
下
さ

れ
、
直
ち
に
喰
い
候
様
仰
せ
付
け
ら
れ
、
直
ち
に
頂
き
候
処
至
極
御
満
足
に
思
し
召
さ
れ
、
御
笑
い
に
て
在
ら
せ
ら
る
。
御
手
ず
か
ら
頂
き

候
儀
此
の
時
杜
終
り
に
御
座
候
。
夕
刻
、
御
側
に
て
、
御
側
衆
様
並
に
凉
民
、
同
僚
壱
統
へ
御
酒
肴
下
さ
れ
、
此
れ
迄
は
色
々
骨
折
と
段
々

仰
せ
出
さ
る
。
今
宵
御
衰
弱
の
御
極
度
に
付
、
御
家
老
初
め
御
側
へ
惣
出
、
同
僚
更
に
御
さ
す
り
等
申
し
上
ぐ
。

（
脱
）

二
日
よ
り
御
絶
穀
。
御
薬
も
同
断
、
召
し
上
が
ら
れ
団
。

（
マ
マ
）

五
日
、
御
同
断
。
益
々
御
衰
弱
。
去
り
乍
ら
御
機
嫌
は
御
宜
し
く
、
時
々
御
笑
い
思
〔
為
〕
さ
れ
、
軽
く
御
意
も
仰
せ
出
さ
れ
、
御
苦
痛

等
は
肌
か
も
御
座
無
く
、
六
日
暁
卯
刻
（
午
前
五
時
か
ら
七
時
の
間
）
御
逝
去
遊
ば
さ
る
。
其
の
御
翻
も
御
側
に
て
御
さ
す
り
指
（
差
）
し
上
げ

斉
裕
に
決
定
的
な
震
顛
諺
妄
の
症
状
が
現
れ
た
の
は
十
二
月
一
日
の
夜
で
あ
る
。
夜
間
に
多
発
す
る
の
が
こ
の
症
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

そ
の
前
の
十
一
月
中
旬
頃
よ
り
風
邪
に
よ
る
発
熱
に
加
え
、
不
安
、
振
傑
、
全
身
衰
弱
等
、
典
型
的
な
前
駆
症
状
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
後
、

（
Ⅳ
）
（
肥
）

脳
性
の
痙
掌
発
作
等
が
あ
り
、
き
わ
め
て
軽
躁
的
に
人
格
が
崩
壊
し
て
痴
呆
状
態
と
な
り
、
死
に
到
っ
て
い
る
。

候
0

（
語
源
は
羅
語
）

に
出
現
す
る
。

文
中
し
ば
し
ば
登
場
す
る
「
振
陽
譜
妄
症
」
と
は
今
で
言
う
ア
ル
コ
ー
ル
症
（
巴
８
９
房
ョ
）
の
一
症
状
で
あ
り
、
号
胃
旨
冒
貢
①
日
①
易

叩
源
は
羅
語
）
で
あ
る
。
当
時
こ
の
語
は
日
本
で
す
で
に
知
ら
れ
て
い
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
そ
の
多
く
は
長
期
に
わ
た
る
酒
の
耽
飲
の
後

七
日
、
御
存
命
中
御
福
引
御
思
し
召
し
の
御
品
下
さ
臭
毒
一
・
（
以
上
）
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寛
斎
は
斉
裕
に
対
し
、
阿
片
と
キ
ニ
ー
ネ
の
合
剤
及
び
纈
草
チ
ン
キ
を
主
剤
と
し
、
燐
酸
を
一
時
処
方
し
て
い
る
。
ま
た
、
臨
終
間
近
い

十
二
月
二
十
七
日
、
斉
裕
重
態
に
際
し
京
都
か
ら
招
か
れ
て
い
た
新
宮
凉
民
の
旅
宿
を
秘
か
に
訪
ね
、
斉
裕
の
「
振
暢
譜
妄
の
症
」
を
語
り
、

「
窟
氏
薬
性
篇
阿
片
の
條
」
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
林
洞
海
が
天
保
十
一
年
に
翻
訳
を
完
了
し
、
嘉
永
二
年
秋
に
旧
稿
を
訂
正
補

ワ
ー
ト
ル

遣
し
、
安
政
三
年
に
出
版
し
た
「
窟
篤
児
薬
性
論
」
の
中
に
収
載
さ
れ
て
い
る
「
巻
七
・
麻
酔
剤
（
上
）
・
阿
芙
蓉
」
の
こ
と
で
あ
る
。
原
本

は
オ
ラ
ン
ダ
人
医
師
Ｊ
・
Ａ
・
ワ
ー
ト
ル
著
「
簡
潔
に
し
て
し
か
も
可
能
な
限
り
完
壁
を
期
し
た
薬
物
の
理
論
に
関
す
る
手
引
書
（
一
八
二
九

斉
裕
は
将
軍
家
斉
の
二
十
二
男
で
第
四
十
九
子
、
幼
名
松
菊
で
あ
る
。
文
政
十
年
六
月
三
日
、
徳
島
藩
第
十
二
代
藩
主
蜂
須
賀
斉
昌
の
養

子
と
な
り
、
次
い
で
弘
化
元
年
そ
の
跡
を
襲
い
第
十
三
代
藩
主
と
な
っ
た
。

斉
裕
は
、
思
想
的
に
は
尊
皇
家
で
あ
る
。
そ
れ
も
き
わ
め
て
篤
い
。
し
か
し
徳
川
家
の
一
員
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
文
久
年
間
以
後
の

錯
綜
す
る
政
治
情
勢
の
中
に
あ
っ
て
、
政
治
的
に
は
公
武
合
体
派
と
し
て
動
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
慶
応
年
間
に
入
る
と
、
政

治
情
勢
は
も
は
や
公
武
合
体
な
ど
と
い
う
あ
や
ふ
や
な
立
場
を
藩
と
し
て
維
持
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
状
況
に
な
っ
た
。
阿
波
徳
島
藩
二

十
四
万
七
千
石
は
京
師
に
近
い
大
藩
で
あ
る
。
そ
の
去
就
は
倒
幕
派
、
親
幕
派
双
方
に
と
っ
て
無
視
で
き
な
い
。
し
か
し
、
尊
皇
家
で
あ
り

な
が
ら
徳
川
家
一
門
で
あ
る
と
い
う
、
斉
裕
に
と
っ
て
深
刻
な
自
己
矛
盾
が
大
き
な
足
伽
と
な
り
、
酒
に
苦
悩
を
紛
ら
せ
つ
つ
優
柔
不
断
の

ま
ま
時
を
費
や
し
た
。
加
え
て
世
嗣
茂
詔
が
武
力
倒
幕
に
藩
論
を
統
一
せ
ん
と
し
て
意
見
が
対
立
す
る
な
ど
、
斉
裕
の
精
神
は
も
は
や
平
衡

を
保
て
な
く
な
り
、
ま
す
ま
す
酒
に
耽
溺
し
て
い
っ
た
。
「
御
容
体
心
覚
」
冒
頭
の
「
近
頃
御
時
会
厚
く
御
配
慮
に
て
御
精
神
御
欝
し
遊
ば
さ

（
８
）
～
（
Ⅲ
）

れ
云
々
」
と
あ
る
の
は
こ
の
辺
り
の
こ
と
で
あ
る
。

四
、
関
寛
斎
の
治
療
投
薬
と
そ
の
根
拠

三
、
蜂
須
賀
斉
裕
の
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
の
主
因
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年
初
版
）
」
で
あ
る
。
洞

こ
れ
を
抜
粋
し
て
示
す
。

原
文
（
筆
者
蔵
）
の

原
本
の
ま
ま
で
あ
る
。

嘗
て
阿
芙
蓉
を
以
て
此
の
病
の
妙
薬
と
な
せ
り
と
誰
ど
も
、
爾
後
の
発
明
に
拠
れ
ば
必
ず
し
も
然
る
に
あ
ら
ず
。
然
れ
ど
も
、
方
今
穀
製

■
●
●
●
●
●
、
●
●
■
自
句
●
●
●
■
●
●
■
●
●
●

或
い
は
馬
鈴
薯
製
の
火
酒
に
耽
澗
す
る
に
由
っ
て
屡
発
見
す
る
所
の
振
暢
譜
妄
に
は
、
阿
芙
蓉
眞
に
緊
要
の
一
薬
た
り
。
若
し
夫
れ
病
の
初

頭
は
阿
芙
蓉
の
的
症
に
あ
ら
ず
。
此
の
時
に
方
っ
て
は
吐
剤
を
用
う
る
か
、
若
し
く
は
温
浴
中
に
あ
り
て
寒
水
滴
法
を
施
す
を
良
と
す
。
而

し
て
後
始
め
て
阿
片
と
焼
酒
と
を
伍
用
す
れ
ば
、
其
の
効
単
味
阿
芙
蓉
を
用
う
る
に
勝
る
。

（
レ
ー
ア
ム
）
（
パ
ウ
リ
）

列
安
鐸
巴
烏
哩
同
云
く
、
壹
間
は
火
酒
に
水
若
し
く
は
糖
若
し
く
は
其
の
他
無
害
の
品
を
加
え
、
数
盃
に
分
ち
て
飲
ま
し
め
、
晩
に
至
り
て

（
ま
で
）
●
●
●
●
。
●
。

多
量
の
阿
芙
蓉
、
即
ち
一
氏
（
○
・
○
六
五
グ
ラ
ム
）
よ
り
二
氏
至
を
頓
服
せ
し
む
く
し
。

病
症
十
分
に
発
す
る
者
は
、
殊
に
胄
腸
、
血
管
等
の
景
況
如
何
を
検
査
し
、
冑
若
し
不
浄
な
る
を
見
ば
、
其
の
宜
に
従
い
、
先
ず
大
量
の

。
．
（
エ
リ
キ
シ
ル
）
（
ピ
ッ
ト
リ
オ
ー
リ
）

下
剤
若
し
く
は
苦
味
薬
、
殊
に
規
尼
樫
を
用
う
べ
し
。
若
し
血
管
の
刺
衝
機
過
大
な
る
者
は
諸
酸
殊
に
越
栗
矢
爾
（
巴
冒
吋
剤
）
、
赫
篤
立
沃
利

目
国
○
○
一
）
等
を
処
し
、
兼
て
多
量
の
阿
芙
蓉
を
用
う
る
こ
と
日
に
二
・
三
回
に
至
る
。
或
い
は
阿
芙
蓉
液
十
滴
を
以
て
灌
腸
剤
と
な
し
、
三

時
中
に
二
・
三
回
之
れ
を
行
い
睡
眠
を
催
す
に
至
り
て
止
む
。
」
（
略
）

「
然
れ
ど
も
、
復
た
耽
飲
す
る
者
は
再
び
此
の
病
に
陥
り
易
く
、
阿
芙
蓉
も
亦
其
の
効
初
め
の
如
く
な
ら
ず
し
て
終
に
死
に
至
る
。
故
に
、

（
や
）

譜
妄
治
し
て
後
は
漸
々
飲
酒
を
減
少
し
て
、
全
く
断
む
に
至
る
を
要
す
。
」
（
略
）

「
（
麻
酔
剤
は
）
興
奮
、
止
痛
、
鎮
痙
、
催
睡
、
其
の
他
皮
表
の
蒸
気
を
催
発
し
、
大
便
及
び
諸
液
の
通
泄
を
滅
却
す
る
の
効
あ
り
。
阿
芙
蓉

は
な
は

は
右
の
性
能
あ
る
に
由
っ
て
、
百
般
の
疾
患
に
用
い
て
偉
効
を
奏
す
る
峻
力
の
一
奇
薬
た
る
こ
と
太
だ
明
な
り
。
」
（
略
）

（
デ
リ
リ
ュ
ウ
ム
ト
レ
メ
ン
ス
）

「
振
暢
譜
妄

の
片
仮
名
表
記
は
平
仮
名
に
改
め
た
。
（
）
内
は
筆
者
注
。
傍
点
お
よ
び
平
仮
名
の
ル
ビ
は
筆
者
。
片
仮
名
の
ル
ビ
は

洞
海
が
翻
訳
に
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
は
Ｍ
・
Ｗ
・
プ
ラ
ッ
ヘ
に
よ
る
校
補
版
（
一
八
三
四
年
、
第
二
版
）
で
あ
る
。
以
下
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ｉ
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Ｚ
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夜
要
釘
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‐
語
：
喝
応
〃
く
鼠
塗
聡
葡
＃

写真1

（
リ
ン
ド
）
（
ゴ
ッ
テ
ン
）

方
今
に
及
ん
で
燐
度
鄙
我
天
同
の
輩
、
始
め
て
其
の
因
飲
酒
に
あ
る
を
知
り
、
予
此

の
書
を
読
み
て
而
し
て
知
る
。
世
の
騒
狂
と
称
す
る
者
、
振
賜
譜
妄
甚
だ
多
し
。
本

年
春
、
予
二
狂
者
を
見
る
。
皆
其
の
因
大
酒
に
あ
り
。
此
の
法
に
従
っ
て
之
れ
を
療

す
。
其
の
効
、
響
の
聲
に
応
ず
る
が
如
し
。
実
に
書
家
の
大
幸
な
り
。
鳴
呼
酒
毒
の

（
お
そ
）

人
を
害
す
る
、
伯
れ
ざ
る
べ
け
ん
や
。
」
（
略
）

（
モ
ス
ト
）

園
穆
私
篤
書
学
韻
府
（
Ｇ
・
Ｆ
・
モ
ス
ト
・
医
事
百
科
全
書
。
日
本
名
穆
私
篤
書
事

韻
府
）
に
云
く
、
振
暢
譜
妄
の
首
因
は
積
日
累
日
の
耽
飲
に
あ
り
。
其
の
症
初
め
は
悪

心
、
不
食
、
衰
弱
、
焦
躁
、
不
寝
、
頭
痛
、
嘔
吐
、
豚
疾
に
し
て
揺
動
し
易
く
、
後

緩
慢
と
な
り
、
舌
苔
あ
り
。
肌
盾
煩
熱
し
、
両
手
振
蜴
す
る
こ
と
数
十
日
に
し
て
、

卒
然
記
性
を
失
し
、
神
智
錯
乱
し
て
漸
く
譜
語
を
発
し
、
喋
々
怪
異
の
事
を
言
い
、

目
に
蚊
蠅
人
面
の
類
を
見
、
或
い
は
鬼
神
来
り
て
證
責
す
る
を
覚
え
、
甚
だ
し
き
は

苦
悶
、
煩
操
、
撮
空
模
床
、
癩
病
、
卒
厭
（
突
然
心
気
が
逆
上
す
る
こ
と
）
、
筋
暢
肉
燗

（
つ
い
）

（
引
付
け
）
、
冷
汗
淋
塙
、
手
足
振
動
、
二
便
失
禁
等
を
発
し
て
意
に
異
る
。
」
（
以
下
略
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
当
時
の
ョ
－
ロ
ッ
パ
に
あ
っ
て
は
「
振
賜
譜
妄
の
症
」
所
謂

号
胃
旨
日
可
の
ョ
①
房
の
治
療
に
は
キ
ニ
ー
ネ
、
諸
酸
に
兼
て
多
量
の
阿
片
を
処
方
し

た
こ
と
が
判
る
。
寛
斎
は
斉
裕
に
対
し
こ
の
通
り
に
投
薬
を
行
な
っ
て
い
る
。
言
う

ま
で
も
な
く
、
諸
酸
の
中
に
は
纈
草
酸
、
燐
酸
も
含
ま
れ
る
。
日
本
に
あ
っ
て
は
最

新
の
治
療
法
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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写
真
１
で
示
し
た
通
り
、
寛
斎
の
書
は
古
文
書
学
の
素
養
の
な
い
者
に
と
っ
て
ま
こ
と
に
難
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
幸
い
な
こ
と
に
出
水

康
生
先
生
か
ら
「
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
情
報
記
録
の
意
義
ｌ
斉
裕
臨
終
御
容
体
心
覚
ｌ
」
を
送
付
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
先
行
研
究
を

参
考
に
し
て
解
読
を
進
め
た
結
果
、
拙
稿
は
よ
り
正
確
な
も
の
に
な
っ
た
。

舷
に
出
水
先
生
以
下
右
の
論
考
に
携
わ
ら
れ
た
諸
先
生
方
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
泉
康
弘
Ⅱ
出
水
康
生
文
責
、
郷
土
研
究
発
表
会
紀
要
第
三
十
七
号
、
阿
波
学
会
・
徳
島
県
立
図
書
館
、
平
成
三
年
発
行
）

注
、
参
考
文
献

（
１
）
い
ん
し
よ
う
え
き
。
高
熱
で
な
い
熱
性
病
や
チ
フ
ス
の
類
。
漢
方
の
用
語
。
（
昭
）
．
（
鴫
）

（
さ
い
こ
）

（
２
）
柴
胡
は
ミ
シ
マ
サ
イ
コ
属
セ
リ
科
の
多
年
草
。
本
州
、
四
国
九
州
及
び
朝
鮮
半
島
に
分
布
す
る
。
根
を
採
取
し
て
乾
燥
し
薬
用
に
す
る
。
効
能

は
解
熱
、
解
毒
、
胸
脇
苦
満
、
寒
熱
往
来
（
悪
寒
を
発
し
、
止
め
ば
直
ち
に
発
熱
す
る
熱
状
に
し
て
、
間
歌
熱
Ⅱ
マ
ラ
リ
ア
熱
の
発
作
の
如
き
も
の
）

な
ど
の
消
炎
。
用
法
は
マ
ラ
リ
ア
、
黄
疸
、
肝
炎
な
ど
。
漢
方
薬
。
（
Ｍ
）
。
（
巧
）
．
（
肥
）

（
３
）
高
熱
あ
る
い
は
何
ら
か
の
重
篤
な
疾
患
な
ど
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
意
識
混
濁
、
領
解
困
難
、
見
当
識
障
害
、
記
憶
力
減
退
、
言
語
不
明
瞭
、

振
頸
、
睡
眠
障
害
等
の
精
神
障
害
。
（
巧
）

（
４
）
急
に
人
事
不
省
に
陥
り
四
肢
冷
却
す
る
こ
と
。
漢
方
の
用
語
。
（
過
）

（
５
）
纈
草
は
カ
ノ
コ
ソ
ウ
の
別
名
。
根
及
び
根
茎
を
薬
用
に
す
る
。
ヒ
ス
テ
リ
ー
、
心
悸
冗
進
時
の
鎮
静
、
鎮
痙
に
用
い
る
。
（
皿
）
。
（
肥
）

張
篤
児
薬
性
論
に
「
纈
草
最
終
の
効
分
は
其
の
揮
発
酸
に
在
り
。
之
れ
を
纈
草
酸
と
名
く
。
此
の
酸
善
く
疾
を
受
く
る
所
の
神
経
に
走
り
て
捷
効

を
奏
す
る
な
り
。
纈
草
は
実
に
慢
性
熱
性
の
神
経
病
、
神
経
端
的
に
其
の
病
を
感
受
せ
る
は
固
よ
り
諭
な
し
。
他
系
の
疾
故
よ
り
し
て
連
累
せ
る
者

も
亦
用
い
て
偉
効
あ
る
揮
発
、
衝
動
、
鎮
痙
薬
中
の
一
奇
薬
な
り
。
」
と
あ
る
。

（
６
）
水
蛭
吸
血
法
。
蟆
鍼
法
と
も
い
う
。
蛭
を
使
用
し
た
潟
血
法
。
（
皿
）

五
、
終
り
に
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（
７
）
「
窟
篤
児
薬
性
論
」
で
は
燐
酸
を
収
數
剤
（
収
赦
酸
性
止
血
防
腐
剤
）
に
分
類
し
、
左
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

「
此
の
酸
は
諸
動
物
体
中
、
殊
に
骨
と
漫
（
尿
）
と
に
多
し
。
純
潔
な
る
者
は
凝
固
し
て
塊
を
な
す
。
其
の
色
白
く
其
の
味
硫
酸
の
如
く
臭
気
な

く
、
能
く
水
に
溶
化
す
。
又
能
く
大
気
に
散
化
す
。
薬
用
に
供
す
る
に
は
適
宜
の
水
を
以
て
之
れ
を
溶
化
す
。
効
能
殆
ど
金
属
諸
酸
と
相
同
じ
く
、

尚
且
つ
透
徹
刺
衝
の
性
あ
る
に
因
て
、
殊
に
骨
質
を
良
善
に
す
。
故
に
腐
骨
疸
に
内
外
共
に
用
う
べ
し
。
」
（
以
下
略
）

ま
た
、
収
赦
剤
を
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

「
夫
れ
収
赦
剤
と
称
す
る
薬
品
は
、
筋
肉
を
収
赦
約
縮
し
其
の
組
織
を
強
固
撤
密
に
す
。
組
織
固
密
と
な
る
に
由
っ
て
、
併
せ
て
生
活
機
を
奮
起

し
抗
拒
力
を
勤
発
す
る
な
り
。
」
（
後
略
）

（
８
）
徳
島
県
史
編
纂
委
員
会
「
徳
島
県
史
（
三
）
（
四
）
」
。
昭
和
四
十
年
～
四
十
一
年
発
行
。

（
９
）
奈
良
本
辰
也
著
「
国
民
の
歴
史
Ⅳ
」
。
文
英
堂
、
昭
和
四
十
四
年
発
行
。

（
皿
）
戸
石
四
郎
著
「
関
寛
斎
・
最
後
の
藺
医
」
。
三
省
堂
、
昭
和
五
十
七
年
発
行
。

（
、
）
渋
沢
栄
一
著
「
徳
川
慶
喜
公
伝
」
。
平
凡
社
、
平
成
九
年
発
行

（
吃
）
富
士
川
瀞
著
「
日
本
醤
学
史
決
定
版
」
。
日
本
書
院
、
昭
和
十
九
年
三
版
発
行
。

（
昭
）
「
漢
方
用
語
辞
典
」
。
創
元
社
、
昭
和
五
十
六
年
復
刻
版
発
行
。

（
Ｍ
）
「
薬
用
植
物
大
辞
典
」
。
廣
川
書
店
、
昭
和
五
十
八
年
発
行
。

（
蛆
）
「
図
説
東
洋
医
学
・
用
語
編
」
。
学
習
研
究
社
、
昭
和
六
十
三
年
発
行
。

（
肥
）
「
原
色
牧
野
和
漢
薬
草
大
図
鑑
」
。
北
隆
館
、
昭
和
六
十
三
年
発
行
。

（
Ⅳ
）
高
久
史
麿
・
尾
形
悦
郎
監
修
「
新
臨
床
内
科
学
」
一
、
三
二
九
頁
～
一
、
三
三
三
頁
。
医
学
書
院
、
平
成
九
年
発
行
。

（
略
）
「
テ
レ
・
精
神
医
学
」
一
三
九
頁
～
一
四
九
頁
。
西
村
書
店
、
平
成
三
年
発
行
。

（
（
株
）
東
神
堂
）


